
自分から進んで行動できる子に
～「木倉小のあいうえお」の「い」～

６月に入り蒸し暑い天候が続いています。この暑
い中でも元気に外で遊ぶ子どもたちもおり、感染対
策とともに熱中症予防にも注意を怠らないようにし
たいと思います。
さて、先月お知らせした児童会スローガン「木倉

小のあいうえお」のなかで、今回は

「い」「いつでも自分でうごく木倉小」
その姿をお知らせしたいと思います。

その姿は、６月８日のプール開きの時に見られま
した。

どの学年の子どもたちも、
自分たちの役目を理解し、
一生懸命プール底や壁を磨
き、溝を掃除し、草取りを
していました。「ここしよう
か」「一緒にしよう」など、
子ども達が声を掛け合って
作業している姿がみられま

した。予定時間の終わりには、ピカピカのプールになっていました。

環境委員会や６年生を中心に、朝や帰る前の「ちょこっ
とボランティア（ちょボラ）」で、運動場の草を取る姿が
見られます。活動していた子に聞くと「草取り楽しいです。」
「前よりきれいになりました。」とうれしそうに答えてく
れました。次から次に草は生えてきますが、少しでも自分
たちできれいにしようという気持ちがうれしいです。「い
つでも自分でうごく木倉っ子」がここでも見られました。

「野菜の先生」今年もお世話になります。
５月から６月にかけて、生活科や総合的な学習などで、野菜の
植え付けや芋植え、米の種籾植えなどを行いました。
教えてくださるのは、福島さんご夫婦。種籾植えの活動では
種籾の育つ様子をパワーポイントでわかりやすく説明された後、
実際の活動に入りました。子どもたちも福島さんの話を一生懸
命聞いていました。野菜や米が育つのが楽しみですね。

木倉小便り
仲間と助け合い 夢の実現へ向けて 挑戦し続ける木倉っ子の育成
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